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研究成果の概要（和文）：6～7世紀に朝鮮半島や日本で製作された仏像に、右足を左膝上にのせ、右手指先を頬
に添えて思惟する菩薩半跏像（半跏思惟像）がある。本研究では、その像容と弥勒信仰の関係を明らかにするた
めに、（1）『日本書紀』や『三国遺事』など文献資料にみえる弥勒仏・弥勒信仰関係記事の考察、（2）古代朝
鮮の金石文（仏教関係資料）の調査・判読、（3）国内外の所在する菩薩半跏像の作例の調査・研究を行った。
その像容は、釈迦の若かりし頃（悉達太子）の姿を表現したものとも考えられているが、本研究の成果を通し
て、当初から弥勒菩薩として造像された可能性が高いとの結論が得られた。

研究成果の概要（英文）：　From the 6th to the 7th century,Buddhist statues with the right foot on 
the left knee and the right hand on the cheek in meditation (bodhisattva half-lotus statues) were 
widely produced in Korea and Japan.In this study,I used the following three methods to examine the 
relationship between this group of Buddha images and Maitreya worship.(1) To examine the articles 
related to Maitreya Buddha in Historical materials, (2) Investigation of ancient Korean inscriptions
 (Buddhist-related materials),(3) Research and investigation of examples of Bodhisattva half-lotus 
statues in Japan and abroad.
　As a result, it is thought that the Bodhisattva half-lotus statue is a representation of the 
Buddha in his early days(Siddhartha), but it was concluded that the statue was created as a Maitreya
 Bodhisattva from the beginning.

研究分野：日本古代史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
6～7世紀に日本・朝鮮で造像された菩薩半跏像（半跏思惟像）は、従来、弥勒菩薩を表現したものとされてき
た。しかし、中国に両者を結びつける作例がないことから、近年では両地域の作例もまた弥勒菩薩を表現したも
のではないと考えられている。本研究では海外所在の作例の調査を糸口にして、仏像の像容のみならず、文献史
料や尊像に刻まれた銘文などの分析をとおして、その妥当性を検討し、旧説のように弥勒菩薩の造像表現である
作例を見出した。日本・朝鮮の仏教彫刻は、中国の影響を多分に受けて発達するが、本研究の成果によれば、両
地域においてはその一方で独自の造像活動・信仰形態が展開したことを示唆する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）仏教美術史研究の成果 ６～７世紀にかけて日本や朝鮮でつくられた菩薩半跏像（半跏思
惟像）については、長らく弥勒菩薩の姿を表現したものと考えられてきた。しかし、中国に同様
の作例がないことから、同時期に盛行した弥勒信仰とは無関係であり、その像容も弥勒菩薩の図
像的表現ではないとする美術史学の成果にもとづく見方が近年有力になりつつある。 
（2）作例の調査 また、本研究の実施に先立ち、研究代表者は日本や韓国で紹介例のないポル
トガル国立美術館所蔵の銅造菩薩半跏像について新たな知見を獲得すべく調査を進めてきた。
これをきっかけにして、売立目録などのデータベースなどを手がかりに 19 世紀後半以降海外に
流出した菩薩半跏像の作例について関心を向け、その流出の経緯や像容の特質を検討してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、上記（1）にかかる学説の検証を第一の目的とした。菩薩半跏像が弥勒菩薩では
ないとする見方は、たしかに１つの重要な研究成果である。しかし、その妥当性については史資
料の詳密な検討を行い、総合的な見地から評価していく必要がある。 
 この課題意識にもとづいて、本研究では、6～7世紀の日本・朝鮮における菩薩半跏像の造像、
弥勒信仰の展開を歴史的に探究するために、以下のような 3つの具体的な研究課題を設定した。 
 
（1） 古代日本・朝鮮の仏教関連の金石文（造像記や仏像光背・台座に刻まれた銘文など）の整
理検討をおこなう。先行研究の整理をふまえて、新しく公開された写真資料・データベー
スにもとづいて判読および資料の評価を進める。 

（2） 文献資料にみる弥勒信仰の調査研究をおこなう。『日本書紀』や『三国遺事』をはじめと
する史料にのこる弥勒信仰の特質を析出する。 

（3） 国内外にのこる菩薩半跏像の整理・調査をおこなう。海外の美術館が所蔵する仏像につい
て情報（所在、像容・流出の経緯など）の収集を進めるとともに、現地にのこる磨崖仏な
どの調査をおこない、菩薩半跏像の造像意義の解明を進める。 

 
３．研究の方法 
 上記２－（1）～（3）の課題に沿って研究を遂行するために、大学院生を研究活動補助員とし
て雇用しつつ、（1）にかかるデータ入力作業をおこなうとともに、研究会を組織して金石文の判
読結果および現代語訳の検討作業会を定期的に開催した。また、（3）についても同様に作業を推
進し、菩薩半跏像の所蔵先・像容・材質・推定製作年代・製作地など情報を収集してデータベー
スを作成し、現地調査をおこなう。各年度のおもな研究活動は、以下のとおりである。 
 
（1）1 年目の研究活動 2019 年 
 1 年目は、①日本・韓国の菩薩半跏像に関するデータベースの作成作業、②日本・韓国・欧米
にのこる菩薩半跏像の像容・弥勒信仰・金石文に関する調査、③ポルトガル国立古典美術館所蔵
の銅造菩薩半跏像に関する調査研究を計画した。 
このうち、①では、両国のほか欧米各国・中国の博物館等に所蔵される仏像について情報を収
集し、関連する研究論文や修復・売立に関する情報の収集も進めた。②に関連して、仏像等に関
連して刻まれた銘文や石刻資料のデータ入力に着手し、一部判読作業をおこなったほか、奈良県
において関連調査を実施して、古代・中世の弥勒信仰の展開、菩薩半跏像の造像・像容について
新しい知見を得た。③については、所蔵先の学芸員に連絡をとり関連情報の提供を受けた。 
   
（2）2 年目の研究活動 2020 年 
 2 年目は、前年度に進めてきた①菩薩半跏像に関するデータベースの整理を継続し、データの
補完作業を進めた。また、②『日本書紀』敏達紀にみえる 6世紀後半における日本（倭）の弥勒
信仰の受容について研究を実施し、これに関連して、韓国で発見されている菩薩半跏像や仏碑、
および弥勒信仰に関する金石文の研究をおこなうとともに、③ヨーロッパの美術品関係オンラ
インデータベースを利用して 19 世紀後半から 20 世紀前半の売立目録、日本の売立目録データ
ベース、韓国で刊行されている日本植民地時代の売立目録を調査して、海外に流出した菩薩半跏
像に関する情報収集に努めた。一方で、新型コロナウィルス感染症の蔓延により、海外調査を取
りやめざるを得なかった。 
 
（3）3 年目の研究活動 2021 年 
 ３年目は、前年度に続き、新型コロナウィルス感染症の蔓延により、予定していたデータベー
スの作成作業にかかる研究活動補助員が確保できないなど、研究活動に支障をきたしたが、①６
～９世紀の朝鮮半島における弥勒信仰の展開、菩薩半跏像の造像等に関する金石文・文献資料を
中心に史資料の整理を進めるとともに、韓国で公表されている関連論文を収集して、既存の成果



の把握に努めた。また、②植民地時代に朝鮮総督府下で行われた史蹟調査や考古美術展覧会に関
する報告文、および同時代の盗掘等に関する新聞記事を網羅的に収集した韓国語図書資料を入
手し、これを手がかりにして、韓国慶尚南道地方における石造弥勒菩薩倚像の発見当時の状況な
どが分かる報告書・写真資料を探し出して分析を行った。 
 
（4）4 年目の研究活動 2022 年 
 ４年目は、所期の研究実施計画にもとづいて、2度にわたる韓国調査を実施した。この調査で
は、①菩薩半跏像をはじめとする仏教彫刻などを実見して、仏像の年代観、制作地の推定作業の
参考とすること、②朝鮮半島の仏教受容と変容について、現存する資料及び最新の研究成果を通
して俯瞰することをめざし、③本研究のもう１つの目的である仏教関係の古代金石文の調査・情
報収集を進めた。 
 
（5）5 年目の研究活動 2023 年 
 新型コロナウィルス感染症の影響により、当初予定していた研究・調査を実施できなかったた
め、研究期間の延長を申請した。その 5年目は、①古代仏教関係金石文のデータの入力作業、お
よび当該データの判読文・現代語訳の検討作業、②国内・海外所在の菩薩半跏像にかんするデー
タベースの再整理、③国内・海外における調査の実施、④国際学術交流会を開催し、研究成果の
公開に努めた。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）新出菩薩半跏像の調査および課題の明確化 
 これまで日本で紹介されてこなかったポルトガル国立古典美術館所蔵の銅造菩薩半跏像に注
目し、その像容分析と製作地・海外流出経緯の調査をおこなった。その結果、美術館への寄贈者
が本像を入手した経緯、元の所有者の日本との関係までを明らかにすることができた。具体的に
は以下の知見と課題を獲得した。 
 
〈獲得した知見〉①本像は、かつてジョルジュ・エンシェルのコレクションの 1つであり、そ
の没後、1919 年にパリのジョルジュ・プティ邸で執り行われたコレクションの売買において、
カルースト・グルベンキアンに買得され、第二次世界大戦の勃発を機にパリからリスボンに移住
したグルベンキアンが晩年に国立古典美術館に寄贈した。②1919 年の売立目録には、銅造菩薩
半跏像の写真・解説が付されており、日本の関西地方で製作された天平様式の“Miroku”（弥勒）
と紹介されている。菩薩半跏像を弥勒仏とみるのは、19 世紀後半から 20 世紀前半の認識であろ
うが、少なくとも上記の点から本像が日本から持ち出されたことが了解される。また、③ジョル
ジュ・エンシェルは、迎賓館赤坂離宮の内装・外装に関わった人物であり、同館の設計者片山東
熊らとも接触していたとみられる。しかし、彼が本像を入手した経緯までは突き止められなかっ
た。 
〈課題〉他方、④本像は、頭頂部から足指まで全身にわたって修復の痕跡が多数ある。補修痕
は粗さが目立ち、台座も後補と考えられることから、古代仏ではない可能性をのこしている。そ
のため、本像の成分分析のほか、海外に流出したその他の仏像の保存・修復方法の把握に努める
などして、本像の製作時期・製作地の究明が進められなければならない。また、⑤本像の像高は、
約 110cm であり、広隆寺蔵菩薩半跏像、韓国国立中央博物館蔵菩薩半跏像と同等の規格で、等
身仏として製作されている。古代仏であったとするならば、はたしてどこから流出したものか、
さらなる追究が必要である。 
 
（2）菩薩半跏像と弥勒信仰の関係性の解明と課題の明確化 
 6・7 世紀を中心に日本・朝鮮半島で製作された菩薩半跏像の尊格について、文献資料や仏像
や仏碑に刻まれた銘文について調査し、菩薩半跏像（半跏思惟像）が弥勒菩薩として製作された
複数の事例が認められることを明らかにした。具体的には以下の知見を獲得した。 
 
①『日本書紀』敏達紀や『元興寺縁起』にみえる百済より伝来した弥勒石像は、後世の史料か
ら片足を踏み下げた半跏像であった可能性が高い。台座框に「弥勒」の銘を刻んだ野中寺（大阪）
の菩薩半跏像が７世紀後半に弥勒の尊像として製作されたとするならば、少ない事例ではある
が、日本では弥勒信仰を背景に菩薩半跏像が製作された可能性を排除できない。また、②蓮華寺
（韓国世宗市）所蔵の「戊寅銘仏碑像」は、前面に阿弥陀仏、背面に菩薩半跏像を配置する。別
造の台座に刻まれた銘文は不鮮明であり、調査時に判読できなかったが、後者は「弥勒」菩薩と
考えられる。「断石山神仙寺磨崖仏群」（韓国慶州）に弥勒如来立像とともに浮き彫りされた菩薩
半跏像も弥勒菩薩とみてよい。このほか、「永康７年銘金銅光背」（平壌市出土）・「中原鳳凰里磨
崖仏像群」（忠清北道）などの作例・銘文より、菩薩半跏像が弥勒信仰を背景にして造像された
とみられる。これらは多くを先行研究の成果に依拠するが、③『三国遺事』に散見する弥勒信仰
のありよう（興輪寺塑像弥勒三尊、百済弥勒寺の建立、溟州蟹県嶺の石弥勒、生義寺の石弥勒）
や三花嶺弥勒如来倚像（慶州）、国立清州博物館所蔵の仏碑にみえる菩薩半跏像の検討を通して、



百済・新羅における弥勒信仰の特質として、弥勒の修行する兜率天への往生を願う上生信仰、悟
りを得て地上に降りた弥勒による救済を願う下生信仰を背景とした造像とともに、祖先・父母な
ど死者の追善供養を目的とした造像活動がおこなわれたことが明らかになった。 
本研究では上記のような事例を確認した。しかし、弥勒菩薩の図像的表現と判断できない菩薩
半跏像の作例もある。朝鮮半島諸国の文化的影響を受けて日本の菩薩半跏像の造像行為、弥勒信
仰が展開したとして、中国の菩薩半跏像・弥勒信仰との接続について実証的な考察を進めること
はできなかった。これらは今後の課題である。 
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